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EBPM実現のための 

森林路網B/C評価ツールの開発と社会実装 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域で森林路網を維持管理するための方法を提案するとともに、森林路

網がもたらす多様な便益(B)と費用(C)を評価するツールを開発しまし

た。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域における森林路網の維持管理に向けた方策の提示 

全国の民有林林道の総延長は約 93,000kmに達しており、その約 9割は市町村が維

持管理を担当しています。しかし、山間部に分散的に延びる林道網を、定期的にす

べて見回ることは困難です。そのため、図１右に示す多様な主体が維持管理を分担

して行っています。林道の維持管理に対して感じている課題を、全国の市町村担当

者へアンケートで尋ねた結果、図２に示すように予算の確保、見回りの難しさ、路

線データの整理更新、沿線集落住民の高齢化・人口減少があげられました。限られ

た予算と人員で、効率的・効果的な維持管理が求められているといえます。このよ

うな状況で、とくに林道の位置情報をはじめ、基盤となる路網データが不足してい

ることが、見回りの困難さや有時の際の対応の遅れに影響し、効率的・効果的な維

持管理の障害となっています。そのため、森林環境税等を活用しながら、位置情報

などのデジタルデータを整備し、GISと連動させることが重要です。それらをもとに

費用と便益を見える化し、路線間で維持管理の優先順位をつけることで、維持管理

作業を効率的に行うことができます。また、路網の維持管理に積極的な自治体への

聞き取り調査では、沿線住民の高齢化・人口減少によって管理が困難となっている

路線において、森林組合や建設業者、若手有志ボランティア、ランナー・マウンテ

ンバイカーが路網の維持管理を支援する事例が複数みられました。このように外部

の各主体と連携することも、課題解決策の一つとして注目できます。 

 

背景と目的 

林道や林業専用道といった森林路網は、林業における生産性の向上だけでなく、レ

クリエーションや教育といった森林空間の利用や山村地域の振興の面からも、森林

において最も重要なインフラです。限られた予算と人員を有効に活用して森林路網

を整備し、維持管理するためには、森林路網の利用目的に応じた路線ごとの経済効

果を考慮に入れた EBPM（Evidence-based Policy Making：根拠に基づく政策立案）

を実現する必要があります。そこで、アンケートや現地調査をもとに、地域の森林

路網を適切に管理するための方策を提案するとともに、森林路網がもたらす森林の

多様な便益(B)と費用(C)を評価し、GIS（地理情報システム）上で実行することがで

きる「森林路網 B/C評価ツール」を開発しました。 

 

 

 

 

 
 

図２ 市町村担当者が林道の維持管理

にあたり苦労している点 
図１ 林道の維持・管理と実施主体 

作成者
Boxの高さを短くし、あわせて
下の図1と図2の位置を少し上にあげることで、
図2のタイトルが下のBoxにかぶっているのを回避しては？



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

森林路網 B/C 評価ツールの開発 
森林路網による便益（B）および開設・維持管理費用（C）計測モデルを構築し、

それらを統合することで森林路網 B/C評価ツールを開発しました。ここでの便益は、

木材生産と森林サービス産業による経済効果に限定しています。 

開発したツールは、GIS データを必要とするアプリケーションです。ユーザーが

指定した森林と路網について、施業体系や作業システム、路網の開設・維持管理の

方法を選択することで、B/C 評価に基づく動的・長期的な森林経営シミュレーショ

ンを行うことができます。また、実用性を高めるため、これまで扱われてこなかっ

た路網の維持管理コストや、林道以外の森林作業道も考慮に入れた包括的な B/C 評

価を可能としています。 

開発ツールは岐阜県と鳥取県で社会実装を試行し、その結果から得られた問題点

や実際の利用ニーズを反映して修正を行いました。 

図３ B/C 計測モデルのフロー図（概略） 

図４ 開発ツールによる新規開設路線の B/C 評価 

成果の利活用 

森林路網 B/C 評価ツールは、GIS を用いて、ユーザーが指定した森林と路網につ

いて、施業体系や作業システム、路網の開設・維持管理の方法等の多様な選択肢に

対応した、路網の B（便益）と C（費用）の評価を行います。様々なシチュエーショ

ンを想定した、動的・長期的な森林経営シミュレーションを行うことができ、林道

の新規開設や維持管理の優先度を決める際に活用することができます。 
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要旨 

市町村の人員や財源の不足、地域の高齢化・過疎化により、森林路網の維持管理

が困難になっていくなかで、これからの森林路網の維持管理の新しい担い手として、

ランナーやマウンテンバイカー、ボランティアに期待できることを提示しました。

そして、効率的に森林路網を管理するためには、路線の位置情報のデジタル化や GIS

の活用が重要であることを提示しました。

森林路網の開設や維持管理に向けた EBPMを実現するために、森林路網による多様

な経済効果のうち、木材生産と森林サービス産業の便益（B）と、開設・維持管理費

用（C）の計測モデルを構築し、それらを統合した「森林路網 B/C評価ツール」を開

発しました。このツールは GIS（地理情報システム）上で実行することができます。

ツールの利用希望者は、以下の相談窓口までご連絡ください。


